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図－6ナトリウムイオンと塩化物イオンの関係
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??
くなるのではないかと考えられる。
これに関しては、今後もさらに詳しく調べ
る必要がある。
なお、気温差の平均は次の様にして求めた、
Z（9時の海水温度一上空温度)×
その日の降水量／観測期間中の降水量
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まとめ
今年度の降下物観測結果から、富山の降水
中の溶存イオンの相互関係について以下のよ
うな知見が得られた。
’・降水のpHと硫酸イオン、硝酸イオン濃度
について、全般的には関連性が見られないが．
冬期間のPHが5.6以下の降水については硝酸
イオンの濃度変化と多少関連が見られた。
2．ex,硫酸イオンの降下量は降水量に依存す
るような関係が見られた。
3．ex硫酸イオンと硝酸イオン濃度、およ
び、それらとアンモニウムイオン、ex､カルシ
ウムイオン濃度との間には弱い相関が見られ
た。また、ex､硫酸イオン＋硝酸イオン濃度と
アンモニウムイオン＋ex､カルシウムイオン
濃度との間ではやや強い相関が見られた。
4．ナトリウムイオン・塩化物イオンは、冬
型の気圧配置が強まる冬期に濃度が高まり、
しかも、その濃度比は海水のそれとほぼ等し
かった。
5．ナトリウムイオン濃度について、海水表
面温度と上空の気温との差との間に弱い正の
相関が見られた。
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図－7（日本海ブイロボットによる海水温と輪島上
空850mbの気温との差）と降水中のナト,ノウム
イオン濃度との差
これにもかかわらず、ダストジャーによる
降下量観測では、4～9月の夏期と10～3月
の冬期では、降水量がほとんど同じであるの
に、ナトリウムイオンでは年間の降下量の9夏
パーセントが、塩化物イオンでは86パーセン
トが冬期に降下していた(朴木，1990)。
仮に富山での海塩由来成分の降下量のほと
んどが冬季の降水によって輸送され、しかも
冬期の降水中のこれらの成分濃度が推定可能
ならば、観測された降水量と濃度の推定値に
よって年間の降下量も推定可能ではないかと
考えられる。
図－7は、比較的寒気の流入が多かった
10～12月までの、ろ過式採水器による降水試
料中のナトリウムイオン濃度と、日本海の海
水表面温度(37.55'N，134.32'E）と輪島上空
850mbの気温との差の平均との関連を見たも
のである。
サンプルの数が少なくて、確実なことは言
えないが、両者の間には正の相関が見られる
ようである。特にこの時期には前線の通過後
に冬型気圧配置が強まる場合が多いので、こ
れによる降水を除外すれば、さらに相関が強
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富山市における降水中の主要イオン相互、および、それらと気象要素との関連性
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